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■祝・成人 二十歳のかがやき

言
●華やかに はたちの門出

●ゆっくら健康館 使い方いろいろ お知らせします

●こ存じですか地域振興券



ゃ

川
上

真
理
子

（
桜
道
2区
）

私
は
二
十
歳
を
機
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
て
い
ろ
い
ろ
な
自
分
を
知
り
た
い
。
た
だ

毎
日
を
ボ
ー
っ
と
過
ご
し
て
い
て
は
何
も
変
わ

皆
藤
春
美
（
金
沢
町
4区
）

成
人
式
と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
て
、
今

新
た
な
決
意
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
ま
で

よ
り
も
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
の

一
員
と
し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
他
人
の
犠
牲
の
上
に
成
り

立
つ
よ
う
な
自
分
だ
け
の
幸
福
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
社
会
全
体
が
幸
福
に
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
瀬

勝
教

（五
反
田
2区

）

淀
川
さ
ん
が
残
し
た
好
き
な
言
葉
に
「
誕
生

日
は
祝
っ
て
も
ら
う
日
じ
ゃ
な
く
自
分
を
産
ん

で
く
れ
た
親
に
感
謝
す
る
日
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
今
ま
で
様
々
な
こ
と
を
親
に
教
わ
っ
た
。

自
分
に
「
成
人
お
め
で
と
う
」
と
贈
ら
れ
る
言

葉
が
あ
る
け
ど
、
親
に
あ
り
が
と
う
と
言
え
た

ら
少
し
大
人
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
。
少
し
照
れ

く
さ
い
け
ど
、
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
み

た
い
と
思
っ
゜

小
野
瀬
秀
聡

（寺
釜
1
区

）

僕
は
海
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
で
、

二
十
歳
の

春
を
迎
え
た
。
僕
の
未
来
は
僕
の
手
で
、
日
本

の
未
来
は
僕
た
ち
＿
人
一
人
の
力
を
合
わ
せ
て

立
派
に
築
き
上
げ
た
い
。

は
た
ち
の
声
（
抱
負
・
夢
）
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平成11年
大洗町成人式

「成人の日」の 1月l5日、大洗文化センター

において、新成人224人が出席し、大洗町成人

式が行われました。

新成人が実行委員会を設けて運営した式典で

は、小谷町長から「21世紀はあなた方が創る世
けんさん

紀です。自己の研鑽に励まれ、世界に限りなく羽

ばたくことを願っています。」と式辞が述べられ、

また新成人を代表して小野瀬秀聡さんが「これか

らは、成人としての自覚を持ち、地域社会の発展

に貢献できるよう努めていきたい」と宣誓しまし

た。

式典後、北海道への船旅プレゼントが当たるビ

ンコゲームが行われ、新成人たちは、歓声をあげ

ながら楽しんでいました。

大 洗 町

今年のテーマは

「夢一ゆめ一」
町内の新成人299入 （男

154人、女 145人）が「夢」

を持ってかがやく未来に向け

て歩んでいくことを願いテー

マは「夢」となリました。

▲皆藤吾美さんの書

ら
な
い
。
勇
気
を
出
し
て
未
知
な
る
扉
を
開
く
。

し
か
し
、
扉
は
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
開
か
な

い
。
扉
の
向
こ
う
側
に
＿
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

心
が
け
た
い
。

落

合

淑

子

（新
町
1
2区

）

私
は
三
月
に
福
祉
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
楽
し
さ
を
学
び

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
人
と
人
と
の

出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
助
け
合
い
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
か
ら
就
職
し
、
自
分
に
余
裕
が

で
き
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
助
け
合
い

た
い
で
す
。

田
中

真
弓

（
新
町
9
の

2

)

二
十
歳
な
ん
て
た
だ
の
通
過
点
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

社
会
の
中
で
一
人
の
人
間
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
や
義
務
も
で
て
く
る
の
で
、
責
任
を
持

っ
た
行
動
を
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
今
ま
で
育

て
て
く
れ
た
両
親
と
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
っ

て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
関
早
恵
（
永
町
6区
）

今
回
の
成
人
式
で
は
、
「
夢
」
と
い
う
文
字

の
入
っ
た
グ
ラ
ス
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
見

て
忘
れ
か
け
て
い
た
夢
に
向
か
っ
て
少
し
す
つ

歩
い
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
若
い

力
を
活
か
し
て
、
お
年
寄
り
の
方
た
ち
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
大
好
き
な
大
洗
町
の
た
め
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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大洗町健康福祉センター
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らせし詈す
土
・
日
曜
・
祭
日
の
料
金

町
民
の
方
は
、
土

・
日
・
祭
日
も
料

金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
町
外
者
の
み
ー

0
0
円
す
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

町
民
と
町
外
者
の
区
別

2
月
中
に
「
町
民
証
」
を
各
世
帯
に

料

温泉入浴
プール

トレーニングジム

— 舟皮
フ00 フ00
(900) (900) 

高齢者等
600 600 
(800) (800) 

子供 300 300(500) 
(500) 屯トレーニングジム不可

匹子高（宮供茄）者と者内は等(はl、と町・32はオ夕級i、以者）6上ので5料すオ12金。以オで上未すの満。方の及方びで身す体。

金 （円）

先
の
議
会
で
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
が
可
決
さ
れ
、
営
業
時
間
や
料
金

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
お

風
呂
と
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー

ム
に
絞
っ
て
そ
の
利
用
方
法
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

営
業
時
間
／
午
前
10
時
i
午
後

9
時

（土
曜
日
は
午
後
9
時
3
0
分
）

休
館
日
／
毎
週
水
曜
日
及
び

12
月
3
0
日
ー
1
月
2
日

いよいよ4月オーブン

‘`—遥』亡入＼

一四 ＇ i 

疇 一 尋，
 

・疇

rm 配
布
し
ま
す
。
「
町
民
証
」
が
な
い
と

町
外
者
と
区
別
で
き
ま
せ
ん
。
来
館
す

る
時
は
お
忘
れ
な
く
I

回
数
券
も
あ
り
ま
す

町
民
用

7
千
円
で

11
枚
つ
づ
り

町
外
者
用
9
千
円
で

1
枚
つ
づ
り

健
康
浴
室
（
1

）

温
泉
大
風
呂
（
ジ
ェ
ッ
ト
浴

・
気
泡
浴

付
）
薬
湯
（
通
常
は
生
薬
湯

・
季
節
に

応
じ
て
シ
ョ
ウ
ブ
湯
・
ユ
ズ
湯
等
も
）

サ
ウ
ナ
（
ウ
ェ

ッ
ト
）
水
風
呂

健
康
浴
室
(

2

)

気
泡
浴
シ
ェ
ッ
ト
浴
・
高
温
浴

．
低

温
浴
（
以
上
は
温
泉
）

・
薬
湯
・
サ
ウ

ナ
（
ド
ラ
イ
）
水
風
呂

含
2
つ
の
浴
室
は
、
定
期
的
に
男
湯
と

女
湯
を
交
換
し
ま
す
。

合
そ
の
他

バ
ス
タ
オ
ル
貸
出
し
ー
枚
ー
0
0
円

浴

衣

ー

枚

2
0
0
円

カ

ラ

オ

ケ

ー

曲

2
0
0
円

プ
ー
ル

大
人
用

2
5
m
x
4
コ
ー
ス

（
深
さ

l
l
o
e
m
I
l
2
0
c
m
2
コ
ー

ス
・
深
さ
ー

2
0
c
m
1
1
3
0
c
m
2
コ

ー
ス）

子
供
用

13
m
x
約

3
m

（深
さ

60cm
1
7
0
cm)

定期使用券料金（円）

3ヶ月 6ヶ月 年間

12,000 21,000 38,000 
般 (15,000) (28,000) (50,000) 

畠塁10,000 18,000 32,000 
(12,000) (21,000) (40,000) 

（ ）内は町外者料金

＊
専
任
指
導
者
に
よ
る
「
こ
ど
も
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
を
開
設
し
ま
す
。

週
1
回
で
ー
ケ
月
3
千
円
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

筋
ト
レ
マ
シ
ン

7
台
・
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

5
台

・エ
ア
ロ
バ
イ
ク

5
台
・
ス
テ
ッ

プ
マ
シ
ン

3
台
そ
の
他

含
専
用
ト
レ
ー
ナ
ー
が
常
駐
し
ま
す
。

プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

の
利
用
は
定
期
券
が
お
得
で
す

週
2
日
で
3
ヶ
月
間
、
来
館
し
た
場

合
、
普
通
料
金
な
ら

1
万
8
千
2
C
l
C
l

円
に
な
り
ま
す
が
、
定
期
券
な
ら

1
万

2
千
円
。
6
千
2
0
0
円
お
得
で
す
。

更
に
、
プ
ー
ル
・
ジ
ム
内
で
は
土

・

日
を
除
く
毎
日
、
各
種
講
座
が
開
か
れ

ま
す
が
、
定
期
券
購
入
者
は
全
て
の
講

座
を
事
前
の
申
込
み
店
く
、
い
つ
で
も

受
講
で
き
ま
す
。

法
人
券
（
無
記
名
）
も

用
意
し
て
い
ま
す

ー
年
間
で

12
万
円
。
定
期
券
は
顔
写

真
が
あ
る
の
で
本
人
し
か
使
え
ま
せ
ん

が
、
法
人
券
は
無
記
名
で
す
。

ゆ
っ
く
ら
饂
暉
g

o公

Q
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
後
、
お
風

呂
に
入
り
た
く
な
っ
た
ら
、
ま

た
7
0
0
円
払
う
の
？
そ
の
逆

は
7

A
ど
ち
ら
の
場
合
も

2
0
0
円
払

え
ば
利
用
で
き
ま
す
。

Q
「
町
民
証
」
は

1
世
帯
に

1
枚

し
か
も
ら
え
な
い
そ
う
だ
が
、

子
供
が
先
に
行
っ
て
後
か
ら
親

が
行
く
場
合
、
ど
う
す
る
の

か
？

A
「
町
民
証
」
は
入
場
時
に
フ
ロ

ン
ト
で
預
か
り
ま
す
。
そ
の
時
、

「
後
か
ら
家
族
が
来
ま
す
」
と

言
っ
て
く
れ
れ
ば
0
k
で
す
。

Q
駐
車
場
が
少
な
い
よ
う
だ
が
？

A
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
の
駐
車
場
を

整
備
し
ま
す
の
で
利
用
し
て
下

さ
い
。

Q
食
事
は
で
き
ま
す
か
？
ま
た
、

お
弁
当
な
ど
の
持
ち
込
み
は
？

A
も
ち
ろ
ん
食
事
は
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
飲
食
物
の
持
ち
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
3
月
下
旬
の
5
日
問
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
無
料
開
放
す
る
予
定
で
す
。

◎
プ
ー
ル
・
ジ
ム
を
使
っ
た
各
種
健

康
教
室
や
水
泳
教
室
に
参
加
で
き
る

「
定
期
使
用
券
」
や
「
こ
ど
も
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」
「
法
人
券
」
、
の

申
込
み
を

3
月
中
頃
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

※

詳
し
く
は
「
広
報
•
お
お
あ
ら
い
」

3
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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こ
存
じ
で
す
か

町
で
は
、
個
人
消
費
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
地
域
振
興
券
の
発
行
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
振
興
券
は
｀
国
の
補
助
を
受
け
た
町
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
も
の
で
、
平
成
1
1
年
1
月
1
日
を
基
準

日
に
、
1
5
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
等
に
対
し
、

一
律
2
万
円
の
商

品
券
を
交
付
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
6
か
月
以
内
の
使
用
期
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
券
の
交
付
対
象
者

平
成
1
1
年
1
月
1
日
（
基
準
日
）
に
お

い
て
次
の
要
件
の
い
す
れ
か
に
該
当
す

る
方

ー
1
5
歳
以
下
の
児
童
が
属
す
る
世
帯

の
世
帯
主

①
住
民
基
本
台
帳
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
住
民
で
あ
っ
て
、
基
準
日

に
お
け
る
年
齢
が
1
5
歳
以
下
（
昭

和
58
年
1
月
2
日
以
降
生
）
の
方

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

②
外
国
人
登
録
法
第
ー
項
に
規
定
す

る
永
住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
で

あ
っ
て
、
基
準
日
に
お
け
る
年
齢

が
1
5
歳
以
下
の
方
の
属
す
る
世
帯

の
世
帯
主

2

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
な
ど

（
基
準
日
に
お
け
る
年
齢
が
1
5
歳

以
下
の
方
を
除
く
）

①
基
準
日
に
お
け
る
同
月
分
の
次
に

掲
げ
る
年
金

・
手
当
の
受
給
者
な

ど・
老
齢
福
祉
年
金

．
障
害
基
礎
年

金

．
遺
族
基
礎
年
金

・
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
ま
た
は
遺
児
年

金
・
児
童
扶
養
手
当
障
害
児
扶

養
手
当
ま
た
は
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
（
一
部
、
非
課
税
要
件
あ
り
）

②
次
の
い
す
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
交
付
対
象
者
の
2
①
に
該
当
す
る

方
を
除
く
）

生
活
保
護
の
被
保
護
者

・
社
会

福
祉
施
設
へ
の
措
置
入
所
者
な
ど

3

平
成
1
0
年
度
分
の
町
民
税
（
所
得

割
）
非
課
税
の
方
で
、
年
齢
6
5
歳
以

上
、
か
つ
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
上

著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
介

護
を
必
要
と
し
て
い
る
方
（
本
人
を

扶
養
し
て
い
る
方
が
町
民
税
（
所
得

割
）
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除

く
。
交
付
対
象
者
の
2
に
該
当
す
る

方
及
び
基
準
日
に
お
い
て
継
続
し
て

3
か
月
を
越
え
て
病
院

．
老
人
施
設

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
な
ど
を

除
く
）

4
平
成
1
0
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税

非
課
税
で
あ
る
年
齢
6
5
歳
以
上
（
昭

和
9
年

1
月
1
日
以
前
生
）
の
方

（
本
人
を
扶
養
し
て
い
る
方
が
町
民

税
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
を
除

く
。
交
付
対
象
者
の
2
及
び
3
に
該

当
す
る
方
を
除
く
）

問
合
せ

商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
2
)

交
付
対
象
者
の
ー
に
該
当
す
る
方

1
5
歳
以
下
の
児
菫
l
人
に
つ
き
2

万
円交

付
対
象
者
の
2
か
ら
4
に
該
当

す
る
方
：
2
万
円

交
付
対
象
者
の
ー
に
該
当
す
る
方

で、

2
か
ら
4
に
も
該
当
す
る
方
は

交
付
額
を
合
算

交
付
対
象
者
の
ー
に
該
当
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興
券
を
3
月

15日
か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。

2

交
付
対
象
者
の
2
か
ら
4
に
該
当

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
交
付
申
請
書

を
送
付
し
、

3
月
8
日
か
ら
順
次
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
場
所
に
つ
い
て
は
、
週
報
で

お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知

し
ま
す
。

交

付

方

法

2
 

交

付

額

じ. 
口

L .. 

］日

＿ 
• 

‘、
嬉撼握員勢を厩り級う事婁●を暮纂します

地域振興券の利用に先立ち、町では地域振興券を取り扱う

特定事業者の募集を行います。

特定事業者として登録できる方は、大洗町の区域内で営業

している小売業、飲食店のほか、洗濯・理容業・医療業 ・サ

ービス業 ・その他が対象です。

募集期間 2月3日困～19日倫

（月曜日～金曜日の午前9時から午後4時）

受付場所商工観光課

登録を受けよう とする事業者は、お早めに手続きを行って

ください。

なお、大洗町商工会の会員については、商工会で登録の手

続きを行ってください。

特定事業者に な る と

特定事業者と して登録した民間事業者（商店等）は、地域

振興券を持参した人に、券面記載の金額に相当する物品の販

売、役務の提供を行います。これにより得た地域振興券は、

町の定めた金融機関により事業者の預金口座への振替の方法

で換金されます。

なお、特定事業者として登録していない場合には、地域振

興券の取り扱い及び金融機関での換金はできません。

地域振興券が使用できない商品等

公共料金、公共に準する料金等、馬券などの公営ギャンブ

ル、宝くじ、有価証券の購入、商品券やプリペイドカー ドの

購入（ビール券やテレホンカー ド、ハイウェイカー ド、パチ

ンコ店のプリペイドカードなど）、切手や官製はがきの購入

※詳しくは商工観光課まで。

(5) 広報おおあらい '99.2.8 



新年買詞交散会

去
る
1
月
1
3
日
（
水
）
に
平
成
1
年

の
新
春
を
祝
う
新
年
賀
詞
交
歓
会
と
平

成
10
年
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
磯
崎
一

郎
さ
ん
（
勲
六
等
単
光
旭
日
章
）
と
海

老
沢
好

一
さ
ん
（
勲
七
等
青
色
桐
葉
章
）

の
受
章
祝
賀
会
が
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
歴
代
の
叙
勲
受
章
者
や

田
山
県
議
町
議
会
議
員
、
町
内
各
種

団
体
、
企
業
、
事
業
団
の
方
々
な
ど
約

1
4
0
名
が
集
ま
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

交
歓
会
・
祝
賀
会
の
発
起
人
を
代
表

し
て
小
谷
町
長
が
叙
勲
者
の
磯
崎
さ
ん

と
海
老
沢
さ
ん
の
功
績
を
た
た
え
、
更

に
「
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
ま

だ
ま
だ
厳
し
い
経
済
状
況
に
は
あ
り
ま

す
が
、
新
水
族
館
の
建
て
替
え
や
子
ど

も
科
学
館
の
建
設
、

H
T
T
R
の
初
臨

界
な
ど
、
諸
産
業
に
と
っ
て
明
る
い
話

題
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
希
望
に
満

ち
た
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
」
と

力
強
く
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
伊
藤
議
長

の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
田
山
県
議
の
祝

辞
の
後
、
渡
辺
副
議
長
の
音
頭
で
乾
杯

し
、
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

新
年
賀
詞
交
歓
会

・

一叙
勲
受
章
者
祝
賀
会
を
開
催

申告出張受付日程表

月 日 曜 ム卒、 ナ笏日 受付時間

10 水 松川集落センター

12 ノ並‘ 農業会館

15 月 神山集落センター

16 火 角ー集会所
9 30 

2 I 

17 水 大貫集会所 15 00 

18 木 永町会館

19 ノ並‘ 東集会所

22 月 祝町集会所

※町凛民税の申告に不明な点がありま

したら税務課までお問い合わせ下さい。

合 (267)5l l l 内線(14l ・ 142) 

「
所
得
税
•
町
票
民
税
の
申

告
期
間
は

2
月
1
6
日
1
3
月

15
日
で
す
」

平
成
11
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
平
成
10
年
中
の
営

業
や
農
業
、
そ
の
他
各
種
所
得
の
あ

る
方
が
対
象
で
3
月
15
日
ま
で
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▼
町
県
民
税
の
申
告
書
を
送
付
さ
れ

て
い
る
方
。

▼
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
次
の
い
す

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
給
与
所
得
の
ほ
か
に
「
地
代
、

家
賃
、
配
当
、
農
業
」
等
給
与
以

外
の
所
得
が
あ
る
場
合
。

②
給
与
所
得
の
み
の
方
で
も
事
業

主
が
「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
。
（
提
出
し

て
あ
る
か
ど
う
か
は
商
店
主
、
船

主
、
ま
た
は
経
理
担
当
者
に
確
認

し
て
下
さ
い
）

③
雑
損
控
除
及
び
医
療
控
除
を
受

け
る
場
合
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
す

る
方
は
町
県
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん

申
告
出
張
受
付
を
ご
利
用
下
さ
い

申
告
受
付
期
間
中
は
町
役
場
税
務

課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

次
の
と
お
り
出
張
受
付
も
行
い
ま

す
の
で
最
寄
り
の
会
場
を
ご
利
用

下
さ
い
。

町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

'99.2.8 広報おおあらい (6) 



1月15日、成人式の会場である文化センター

は、あでやかな振り袖や新調のスーツ姿の新成

人で華やいだ雰囲気に包まれた。

新成人自らの手で作りあげられた式典のテー

マは「夢」。夢を持って輝く未来に歩んでいこう

とのこと。

20歳という年齢は、夢に向かって、無限の可

能性を秘めた年代と言えます。

夢や希望を達成するためには、強い意思とた

ゆまぬ努力が必要です。皆さんの生きていく21

世紀は情報化、国際化、高齢化の時代となり、

希望に満ちあふれていると同時に多くの問題を

抱えています。自らの感性や創造性を研き、

様々な問題、困難に負けない強い人間となるよ

う願っています。

またこれからは、社会の一員として常識とモ

ラルが求められます。広い視野に立ち、自覚と

責任を持って郷土を愛し、日本、そして世界へ

と羽ばたくことを望みます。

現在、国 ・県事業として「新大洗水族館」や

「こども科学館」などの新しい観光施設の建設、

また住民生活に密着した事業や将来に向けた

様々な施策を推進し、未来を創ってゆく皆さん

に「夢」の持てるような町づくりに取り組んで

いるところです。

次代を担う皆さんに、まちづくりに対し若い

力と感性で新しい風を吹き込み、町の活性化に

一石を投じていただきたいと思います。

00 

大
洸
町
長

小
谷
隆
｀
一
元

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

20
歳
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

I/ 

゜
．．．
 

（
 

水
質
浄
化
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

関
根
つ
ね
子
さ
ん
が

提
案
賞
を
受
賞

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
（
橋
本

昌
会
長
）
主
催
に
よ
る
水
質
浄
化
ア
イ

デ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
で
関
根
つ
ね
子
さ
ん

（
北
清
水
ー
区
）
が
提
案
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
「
家
庭
で
の
生
コ
ミ
の

堆
肥
化
が
で
き
な
い
家
庭
の
た
め
に
、

行
政
が
生
コ
ミ
を
堆
肥
化
す
る
プ
ラ
ン

ト
を
設
置
し
、
堆
肥
を
農
家
等
に
無
償

で
配
布
す
る
」
と
い
う
内
容
の
提
案
を

応
募
し
た
と
こ
ろ
、
数
多
い
作
品
の
中

か
ら
今
回
の
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
大
洗
く
ら
し
の
会
（
石

井
き
み
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

日
頃
か
ら
、
家
庭
生
コ
ミ
の
堆
肥
化
を

実
践
し
、
か
つ
、
花
を
育
て
大
洗
駅
前

な
ど
に
置
い
て
駅
利
用
者
の
目
を
楽
し

ま
せ
る
な
ど
、
環
境
問
題
に
積
極
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

佳

作

年

妃

応
由

F
水
道

〗

明
る
い
未
米
に

浜
原

磯
梅

続
く
道

お
は
よ
き
さ
い
ま
す

一
人
の
リ
ッ
つ
を
詣
お
っ
た
男
子
農
生
の
志
い
さ
つ
。

骰
疏
て
て
「
お
は
よ
ラ
↓
J
さ
い
ま
す
合
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

全
―
ー
＝
葉
を
交
わ
す
と

彗
て
ま
い
り
ま
す

讐
さ
わ
や
が
な
言
葉
て
し
ょ
―
つ
。

六
霞
ガ
ら
六
洗
駅
方
面
に
歩
い
て
芍
＜
＿
っ
し
ろ
蛮
を
追
い
な
が
ら
｀

畏
知
ら
ぬ
高
墜
菌
言
言
葉
に
は
言
い
き
れ
ぬ
温
も
り
と

六
深
の
末
求
匡
藷
い
だ
し
ま
し
だ
。

‘

嬰
今
日
一
日
醐
が
ら
い
い
気
分
て
要
J
D
そ―つ
。

「
あ
り
ガ
全
つ
六
霞
の
一
高
阪
生
」

喜
凍
り
付
く
顧
の
配
連
の
出
来
事。

い
つ
し
な
車
窓
象
の
麗
醤
け
｀
必
璽
品
の
皇
と
き
て
し
た
。

六
洗
町
＿
町
匡
よ
り

゜茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル

標
語
の
部
入
賞
お
め
で
と
う

竺

忠
輯
の
寒
い
日
の
出
来
事

‘、
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海
凪
ぎ
て
を
り
て
も
寒
さ
変
り
な
く

夏
海

大

貫
千
代
子

曲
松
海
を
見
に
出
る
年
の
暮

桜

道

上

野

君

枝

か
ん
な
ざ

よ

み

じ

寒
凪
の
黄
泉
路
へ
舵
を
取
ら
れ
し
か

髭

釜

川

崎

京
子

（
評
）
十
吉
氏
の
訃
報
に
接
し
、
同
じ

袖
ケ
浦
吟
社
の
句
仲
間
と
し
て
の
悼
句

で
あ
る
。

一
流
の
漁
師
で
あ
り
船
主
で

あ
っ
た
彼
が
、
沖
の
漁
場
へ
向
け
て
初

漁
の
舵
を
切
る
べ
き
エ
凌
‘
ど
う
間
違

え
て
死
出
の
旅
路
へ
紬
先
を
向
け
て
し

ま
っ
た
の
か
、
と
問
い
か
け
の
口
調
に

依
り
悲
嘆
の
意
を
表
明
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

行
く
人
の
影
長
々
と
初
冬
か
な

祝

町

今

川

う

め

み

た

ら

し

し
ん

御
手
洗
の
芯
選
り
て
汲
む
今
朝
の
春

永

町

浅

見

三

千

子

（
評
）
元
朝
の
初
詣
。
大
変
な
雑
踏
の

中
に
も
年
頭
の
淑
気
横
溢
す
る
御
手
洗

へ
初
手
水
の
杓
を
差
し
の
べ
、
涙
々
と

湧
き
上
る
御
神
水
の
芯
に
的
を
絞
っ
て

汲
み
上
げ
た
の
で
あ
る
。

初
鍬
や
研
ぎ
す
ま
さ
れ
て
土
軽
し

金

沢

猿

田

俊

子

（評
｝pつ
↑
月
に
は
初
や
始
の
季
語
が
多

い
。
尤
も
な
こ
と
な
の
だ
が
、
試
み
に

歳
時
記
で
数
え
て
み
た
ら
五
十
以
上
あ

っ
た
。
田
畑
の
農
事
始
は
鍬
始
で
あ
り
、

あ
か
ね

鹿
島
灘
茜
に
染
め
て
初
日
か
な

祝

町

今

川

晟

立
冬
と
言
ふ
も
暖
か
な
る
一

卜
日

明
神
町
小
松
崎
美
代

笹
嗚
の
姿
求
め
て
社
奥

乗
光
台

大
川
た
か

ま

じ

か

雪
を
置
く
那
須
を
眼
近
に
仰
ぎ
け
り

新
町
故
小
松
崎
十
吉

（評）

二
階
か
ら
海
を
見
渡
せ
る
旧
居

か
ら
、
庭
先
の
陶
椅
子
に
腰
か
け
た
ま

ま
、
那
須
、
八
溝
の
連
山
を

一
目
に
眺

望
出
来
る
新
居

へ
移
っ
て
未
だ
間
の
な

い
作
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

一
月
八
日
、

八
溝
山
麓
の
旅
先
で
フ
ィ
と
こ
の
世
に

別
れ
を
告
げ
る
間
も
な
く
逝
っ
て
し
ま

っ
た
。
惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
俳
人
を

喪
い
、
無
念
の
想
い
が
募
る
ば
か
り
で

あ
る
。
こ
の
句
は
昨
十
二
月
初
旬
つ
ま

り
あ
の
日
の
一
ヶ
月
前
の
作
品
で
あ

り
、
庭
先
の
柔
ら
か
い
初
冬
の
日
を
浴

び
て
、
目
を
細
め
な
が
ら
那
須
八
溝
の

初
冠
雪
に
小
手
を
か
ざ
す
作
者
自
身
の

姿
な
の
で
あ
る
。

（
評
）
風
が
止
み
、
冬
の
日
が
平
ら
な

海
面
を
ぎ
ら
ぎ
ら
と
輝
か
し
て
い
る
の

に
、
渚
の
空
気
は
相
変
ら
す
頬
を
刺
す

寒
さ
だ
。
と
こ
の
冬
の
厳
し
さ
を
感
覚

的
に
と
ら
え
て
い
る
。

二
階
よ
り
歓
声
上
が
り
流
れ
星

桜

道

真

田

静

子

（
評
）
流
れ
星
は
秋
。
澄
ん
だ
夜
空
に

青
白
い
尾
を
曳
い
て
飛
ぶ
星
屑
の
こ
と

な
の
だ
が
、
こ
の
句
は
未
だ
記
憶
に
新

し
い
昨
十
一
月
十
七
日
の
獅
子
座
流
星

群
の
こ
と
だ
ろ
う
。
早
暁
二
階
の
窓
辺

に
陣
取
っ
た
一
家
族
の
歓
声
が
ど
っ
と

上
が
る
度
に
、
ア
ア
叉
流
れ
た
な
と
階

下
で
微
笑
み
な
が
ら
聞
き
止
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

初
句
会
波
も
静
か
で
あ
り
に
け
り

東
光
台
田
中
勝
枝

初
詣
恋
の
結
文
も
あ
る
ら
し
い

蔵

前

田

山

佳

風

無
一
物
て
ふ
色
紙
掛
け
お
正
月

新

町

加

藤

宗

か

か

し

捨
て
ら
れ
て
天
に
弓
ひ
く
案
山
子
か
な

髭

釜

稲

田

冨

穂

奥
久
慈
の
紅
葉

＿
枚
散
り
に
け
り

角

一

前
原
青
嵐

嫌
壇

．． ． ． 
み
ん
な
の
ひ
ろ
は

●
使
稔
亀
泉
進

そ
の
折
の
鍬
が
初
鍬
で
あ
る
。
青
空
を

映
す
程
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
鍬
が
、

軽
々
と
土
を
し
ゃ
く
る
。
土
に
生
き
る

人
の
新
年
の
感
動
で
あ
る
。

初
漁
を
待
つ
大
漁
旗
靡
か
せ
て

新

町

岸

和

田

和

子

（
評
）
初
春
の
妖
『洗
へ
足
を
運
ん
だ
人

は
船
溜
り
に
翻
翻
と
ひ
る
が
え
る
あ
ま

た
の
大
漁
旗
の
豪
華
な
色
彩
に
目
を
奪

は
れ
る
の
で
あ
る
。
初
漁
出
初
の
日
を

待
ち
、
今
年
の
豊
漁
を
願
っ
て
潮
風
に

大
漁
旗
を
靡
か
せ
て
い
る
漁
船
群
。

底ヤここキ）忌し9)弓りっ2:p．マラ1)-

~ 

あガ

かしま

し：：：

仄人

に

ぱ‘ 、フ

デ
I 

りえちゃん (6歳）

しー

「滝口保育園」 ：：支

お しこ ほ
お

， 
9ユ！

似

c:... 

／ぶ

Iも

｀ 
そ

う

と

ぢ ぷ ー lょ

も

—
っ

ァち

な~,~{、vi、`ゞ • I
庄•‘:. 、こ

ぉ

》

ひらの

1：：： 

P‘ 

氾

、よr
 、つ

ヽ
了

はやと くん (6歳）

かぷとう まこと くん (6歳） すがや さえこちゃん (5歳）
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マ
マ
ー
な
が
の
さ
h
か
ら

電
詮
う
．

「牡丹」 1/125 

西村勝美

〔評〕ソフトフォーカスレンズを使った作品で

す。花のバランスも良く、色調、質感なども

うまく出ています。

を

く

そ

く
zー

,
'
L
 p

 
f
 

＼
 '‘

 Ai
 ~

魯
亥
迎

135mm 

「初冬の湿原」

F5.6 

1/60 

小川 弘志

〔評〕良く知 られた小田代が原の風景ですが、朝

日を浴びた風景と 流れる霧で雰囲気が良く 表現で

きています。

200mm Fll 

フ
ォ
ト
P
H
D
T
O
[
講
評
]
佐
川

泰
久

二
月
は
各
地
で
梅
、
椿
、
水
仙
、

茶
の
花
な
ど
が
咲
き
、
こ
れ
ら
の
花

だ
よ
り
を
聞
き
、
春
が
待
ち
遠
し
い

季
節
と
な
り
ま
す
。
暖
か
い
日
も
多

く
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
寒
さ
が
厳
し

く
、
春
雪
に
よ
っ
て
木
の
枝
が
折
ら

れ
た
り
草
花
を
つ
ぶ
さ
れ
た
り
し
て

油
断
で
き
な
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。-

1
二
月
は
花
壇
の
土
づ
く
り
時

期
で
す
。
堆
肥
を
つ
く
っ
た
り
花
壇

の
掘
り
起
こ
し
の
作
業
を
し
ま
す
。

堆
肥
づ
く
り
は
、
腐
葉
土
、
油
か
す
、

骨
粉
、
鶏
糞
な
ど
を
混
ぜ
て

一
ケ
月

く
ら
い
ね
か
せ
ま
す
。
そ
の
後
、
消

石
灰
‘
緩
効
性
の
化
成
肥
料
な
ど
と

い
っ
し
ょ
に
花
壇
に
入
れ
、
深
さ
3
0

cm位
ま
で
掘
り
起
こ
し
て
土
と
よ
く

馴
染
ま
せ
ま
す
。

季
節
の花

だ
よ
り

゜
プリムラ

（
大
貫
寛
昭
記
）

ー
町
緑
化
推
進
協
議
会
1

ま
た
、
今
月
は
落
葉
樹
の
剪
定
や

寒
肥
を
与
え
る
時
期
で
す
。
特
に
果

樹
に
と
っ
て
は
毎
年
安
定
し
て
実
を

付
け
さ
せ
る
た
め
に
か
か
せ
な
い
作

業
で
す
（
カ
キ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ、

ミ
カ
ン
、
モ
モ
、
ク
リ
、
キ
ウ
イ
な

ど）
。
宿
根
草
も
芽
出
し
の
準
備
を

始
め
て
い
ま
す
の
で
堆
肥
と
合
わ
せ

て
化
成
肥
料
を
元
肥
に
与
え
ま
し
ょ

う
。
バ
ラ
の
剪
定
も
適
期
で
す
。
古

い
枝
や
枯
れ
た
枝
は
切
り
戻
し
、
新

し
い
枝
を
誘
引
し
て
そ
の
先
の
新
芽

に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ま
た
、
ツ
ル

バ
ラ
は
切
り
す
ぎ
る
と
花
の
数
を
少

な
く
し
ま
す
。
ツ
ル
バ
ラ
は
支
柱
に

伸
び
た
枝
を
誘
引
し
て
先
端
を
そ
ろ

え
る
程
度
に
少
し
切
り
戻
し
ま
す
。

切
り
取
っ
た
枝
は
病
気
、
害
虫
の
予

防
の
た
め
に
も
処
分
し
て
し
ま
っ
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

草
花
類
で
は
プ
リ
ム
ラ
類
（
外
国

原
産
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
）
が
花
盛
り
に

な
り
ま
す
。
日
光
を
好
む
の
で
日
に

当
て
る
こ
と
が
長
く
楽
し
む
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
一
方
、
日
本
原
産
の
ニ
ホ

ン
サ
ク
ラ
ソ
ウ
は
今
月
が
植
え
替
え

時
期
で
す
。
野
草
な
の
で
肥
料
の
与

え
す
ぎ
に
注
意
し
、
植
え
替
え
が
済

ん
だ
ら
、
夜
間
の
凍
結
を
防
ぐ
た
め

．
 

に
こ
も
（
む
し
ろ
）
や
わ
ら
で
防
寒

し
て
芽
が
出
る
ま
で
大
切
に
育
て
ま

す
。

(9) 広報おおあらい '99.2.8 



英語て伝える
メッセーシ

（
 

l l月12日、第50回高松宮杯全日本中学校英語弁論大会全

国大会が東京の読売ホールで開催され、一中の小野瀬美帆さん

が茨城嗅の代表として関東地区予選に出場しました。

小野瀬さんは、「私は、スピーチが大好きです。今回は、環

境問題をテーマにスピーチをしました。内容が難しく、テープ

が伸びるほど練習しました。発音やジェスチャー ・表清までチ

ェックしてくださった関先生やアンディ先生のおかげで本番で

もベストを尽くすことが出来ました。」と感想を語っていまし

た。

今回のスピーチコンテストをサポートした英語指導助手のラ

ンド ・アンドリューさんは、「発音が、 Ve「y Good 1」

と健闘を称えていました。

ヽ
＼

▲ 「地域の防災をよろしくお願いします」検閲する小谷町長

▲熱弁をふるう小野瀬さん

應鴎を守る
渭随回

1月7日、新春恒例の消防出初め式が大洗港第4埠

頭イベントバースで行われました。

新入団員の辞令交付から始まり、団長訓示や人員報

告、機械・機具点検後、分列行進や放水試験が行われ、

団員の皆さんは、日頃の訓練の成果を発揮して、きび

きびとした動きを見せていました。

また、永年勤続者や昨年の那珂川氾濫の水防活動に

対する表彰が行われ、地域防災の大切さを再認識し、

「地域住民の生命、身体、財産を災害から守る」とい

う決意を新たにしました。

'99.2.8 広報おおあらい (l 0) 
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▲寒さにまけす、がんばるぞ

猷で守る責重な含
1月27日、文化財防火デーにあわせて願入寺関係者

や消防署員、消防団員、文化財保護審議委員、幼少年

婦人防火委員会委員等多数の方々の参加により防災訓

練が実施されました。

訓練は、墓参者のたばこの投げ捨てにより、本堂西

側空地から出火、本堂に延焼しつつあるという想定で

119番通報・初期消火から始まり、消防隊による放水

まで本番さながらに行われました。

また、願入寺関係者による消火器の取扱訓練も行わ

れ、貴重な文化財を守るため役立つことでしょう。

▲もうすぐ完成、けっこういい感じ

(l l) 広報おおあらい '99.2.8 

親子で
シュフール

スキーをとおして親と子がふれあう「親子ふれあい

スキー教室」が 1月9日、栃木県エーデルワイススキ

ー場で行われました。

町内の親子14組38名の家族が参加。初心者と中級

のグループに分かれ、町体協スキ一部の皆さんの指導

のもと、あいにくの吹雪や転倒にもめげす、中級の皆

さんはより上手く、初心者の皆さんもボーゲンをマス

ターしました。

午前中のがんばりが実り、皆さん午後からは親子そ

ろって思い思いの滑りを楽しんでいました。

～一・ ' 

ー`・-..;.,_:-_.,,, __ -.,,_ ___ --------
- .ー―-_亡一ーン一一—·- —-~ __ -- ·、 一 •=-~

▲本番さながらの緊張感

ゃらずきf~f/lを
みんなで克服

l2月15日～18日の4日間、大洗町漁業協同組合婦

人部の協力で大洗高校の生徒たちが苦手な魚料理の調

理実習に挑戦しました。

漁協婦人部の指導のもと「これで大丈夫？」「骨の近

くが難しい」と慣れない手つきでサンマと格闘、マリ

ネとつみれ汁を作りあげ、調理室はおいしそうな香り

につつまれました。

生徒たちは、「大変だったけれど、おいしくできたと

思う」と満足気でした。



日
時
／
3
月
14
日
（
日
）
午
前
9
時

1

会
場
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

【
あ
ん
こ
う
祭
】

郷
土
芸
能
（
大
洗
荒
磯
太
鼓
・
磯
節

保
存
会
等
）

、
あ
ん
こ
う
の
吊
し
切
り

の
実
演
、
あ
ん
こ
う
鍋
サ
ー
ビ
ス
｀
特

産
品
販
売
｀
模
擬
店
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
、
イ
ラ
イ
ラ
棒
等

【
M
T
B

（自
転
車
）
レ
ー
ス
】

大
洗
あ
ん
こ
う
祭
＆

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

M
T
B
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
 

サ
ン
ビ
ー
チ
特
設
コ
ー
ス
（
ダ
ー
ト
、

ロ
ー
ド
、
砂
）
を
自
転
車
で
走
る

●
エ
ン
ジ
ョ
イ

60
（
個
人
）

●
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン

1
2
0
（
ラ
ン
ニ
ン

グ
＆
自
転
車
）

●
エ
ン
ジ
ョ
イ
60
.
l
2
0
（
リ
レ
ー

方
式

2
1
4
人）

●
キ
ッ
ズ

（
中
学
生
以
下
）

●
キ
ッ
ズ

•

M
T
B
ス
ク

ー

ル
（約
1
時
間
）

●
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

(

1

日）

参
加
費
／
小
中
学
生
無
料

高
校
生
以
上
（
個
人
）

2
、
0
0
0
円

チ
ー
ム
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
3
、
0
0
0
円

（
小
中
学
生
の
み
の
チ
ー
ム
は
無
料
）

キ
ッ
ズ

•

M
T
B
ス
ク
ー
ル
無
料

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル3

、

0
0
0
円

申
込
締
切
／
3
月
5
日
（
金
）

【
ビ
ー
チ
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
】

小
学
生
、
中
学
生
｀
一
般
の
部

参
加
費
／
小
中
学
生
無
料

一
般
の
部

3
,
0
0
0
円

申
込
締
切
／
3
月
5
日
（
金
）

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
3
3
l
)

第
2
0
回
茨
城
県
警
察
音
楽
隊
定
期
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
入
場
無
料

日
時
／
2
月
2
0
日
（
土
）
午
後
2
時
＼

場
所
／
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
／
第
ー
部

行
進
曲
「
国
民
の
象
徴
」

喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
序
曲

お
ま
わ
り
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト

児
童
手
当
の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

特
集
僕
の
青
春
、
私
の
青
春

「
高
校
三
年
生
」
「
2
0
年
代
ヒ

ッ
ト
曲
メ
ド
レ
ー
」
「
ア
メ
リ

カ
ン

・
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
」
「
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
＇
グ
ラ
フ
テ
ィ

|
」
「
デ
ィ
ー
プ
パ
ー
プ

ル

・
メ
ド
レ
ー
」
「
J
|
p

o

p
ヒ
ッ
ツ
」
「
め
ざ
せ
ポ
ケ
モ

ン
マ
ス
タ
ー
」

第
2
部

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

出
演
／
茨
城
県
笞
察
音
楽
隊

・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊

・
水
戸
市
立
石
川
小

学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

・
舞

台
屋
あ
い

問
合
せ
／
茨
城
票
芭
察
本
部
総
務
課
広

報
室

6

(
2
2
4
)
2
l
l
l

（
内
線
2
l
l
6
)

茨
城
県
笞
察
音
楽
隊

6

(
2
9
3
)
7
3
4
l
 

児
童
手
当
は
、
次
代
を
担
う
子
供
の

健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
•
生
活
の

安
定
を
目
的
に
、
3
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す。
手
当
は
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
る
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

支
給
対
象
／
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
て
、
前
年
の
収
入
額
が
一
定
未

満
の
方

手
当
額

（月
額）

2
人
目
ま
で

‘、
大
洗
町
心
身
障
害
者

福
祉
ワ
ー
ク
ス
募
集

l
人
に
つ
き

3
人
目
以
降

l
人
に
つ
き

l
o
‘
0
0
0
円

申
請
方
法
／
役
場
福
祉
課
に
「
児
童
手

当
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
用
紙
は
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す）必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
申
請
者
名
義
の

銀
行
（
郵
便
局
は
除
く
）
の
預
金
通
帳
、

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
証
明
書
、
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明
書
（
大
洗
町
に
転

入
さ
れ
た
方
の
み
）

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
ー
5
2
)

町
で
は
、
在
宅
の
心
身
障
害
者
の

方
々
の
生
き
甲
斐
と
自
立
を
支
援
す
る

た
め
「
大
洗
町
心
身
障
害
者
福
祉
ワ
ー

ク
ス
事
業
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

内
容
／
簡
単
な
作
業
の
指
導

日
常
生
活
の
た
め
の
訓
練

教
養
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

場
所
／
大
洗
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

対
象
／
町
内
在
住
の
在
宅
で
身
体
障

害
、
知
的
障
害
者
。
原
則
と
し

て
就
労
の
機
会
が
得
ら
れ
な
い

方
15
歳
以
上
で
身
辺
の
自
立
、

集
団
生
活
が
可
能
な
方

定
員
／
13
名

受
付
期
間
／
3
月
ー
日

1

3
月
5
日
ま
で

申
込
み
／
福
祉
課
（
内
線
ー
5
l
)

5

0

0

0
円

◎
都
合
の
よ
い
場
所
で
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

］ y ］ ［ 土

［ 訂 水杯訂［ ］ ］ ］ JJ 

II 

［ 滋［ ］ ><>

＇ 
怠立<ザ， <

国『
JV1 

｝折

認1 6 1 4 

｀ 
認16卜1

3l 0l3? , 認16 9 認169 認16 9 謬16 9 認16 9 認16 9 譴16 9 認16 9 
11.f 

1 : i l 

会
費
／
大
人

9
0
0
円

以
下
5
0
0
円

(
S
59

以
降
出
生
者
）

共
済
期
間
／
4
月
1
日
か
ら

1
年

間加
入
受
付
／
2
月
1
日
か
ら

対
象
と
な
る
交
通
事
故
／

日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の

接
触
、
衝
突
、
転
落
、
転
覆
な
ど

の
事
故
に
よ
る
死
傷
な
ど
。

加
入
方
法
／

「
嗅
民
交
通
災
害
共

済
申
込
書
」

に
会
費
を
添
え
て
役

場
住
民
課
、
ま
た
は
、
お
近
く
の
出

張
受
付
場
所
へ
お
申
込
下
さ
い
。

4
 
2
 

中
学
生

県
民
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

'99.2.8 広報おおあらい (l 2) 



,' 

心
配
こ
と
相
談

中

学

生

男

生

以

上

）

申

込

み

／

生

涯

学

習

課

当

日

も

受

付

け

ま

す

。

問

合

せ

／

生

涯

学

習

課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

女

バ

ス

ケ

ッ

ト

が

好

き

な

方

な

ら

、

ど

な

た

で

も

大

歓

迎

。

マ

マ

さ

ん

チ

ー

ム

も

あ

り

ま

す

の

で

、

子

育

て

等

の

ス

ト

レ

ス

解

消

に

参

加

し

て

み

て

は

い

か

が

で

す

か

。

経

験

は

問

い

ま

せ

ん

の

で

、

一

緒

に

バ

ス

ケ

ッ

ト

を

楽

し

み

ま

し

ょ

う

。

練

習

場

所

／

大

洗

一

中

体

育

館

練

習

曜

日

／

毎

週

火

・

金

曜

日

4
1
5
k
m
 

一

般

（

高

校

6
k
m
 

町
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

体

協

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

参

加

者

募

集

メ
ン
バ
ー
募
集

時

間

／

午

後

7
時

30分

1
9

時

30分

問

合

せ

／

菅

谷

6

(
2
6
6
)
ー

3
5
7

生

涯

学

習

課

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

日

時

／

2
月

21日
（

日

）

雨

天

時

は

2
月

28日
（

日

）

場

所

／

総

合

運

動

公

園

（

成

田

地

区

を

歩

き

ま

す

）

内

容

／

2
人

か

ら

5
人

の

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

ト

リ

ム

オ

リ

エ

ン

テ

ー

リ

ン

グ

（

歩

い

て

も

走

っ

て

も

可

）

部

門

／

小

学

生

(
4
1
6

年

）

男

・

女

、

家

族

（

親

子

な

ど

）

、

フ

リ

ー

1
4
4
)
 

固
定
資
産
課
税
台
隈
の

縦
覧
に
つ
い
て

相

談

日

／

2
月

12日

・

19日
・

26日

3
月

4
日

・

12日

・

19日

場

所

／

商

工

会

館

婦

人

研

修

室

時

間

／

午

後

ー

時

30分

1
3時

※

2
月

12日
、

3
月

4
日

は

弁

護

士

が

相

談

（

要

予

約

）

相

談

無

料

。

申

込

み

／

社

会

福

祉

協

議

会

（

内

線

ー

6
ー

）

平

成

1
年

度

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期

間

は

次

の

と

お

り

で

す

。

資

産

を

所

有

し

て

い

る

方

は

、

課

税

台

帳

に

登

録

さ

れ

た

事

項

を

確

認

し

て

下

さ

ーヽ

。
し

縦

覧

期

間

／

3月

1
日

（

月

）

1
2
3日

（

火

）

（

土

・

日

を

除

く

）

時

間

／

午

前

9
時

＼

午

後

5
時

場

所

／

税

務

課

対

象

／

資

産

の

所

有

者

、

納

税

管

理

人

及

び

こ

れ

ら

の

代

理

の

方

用

意

す

る

も

の

／

印

鑑

（

代

理

の

方

は

所

有

者

の

委

任

状

が

必

要

で

す

。

）

問

合

せ

／

税

務

課

（

内

線

ー

4
3

集

合

受

付 平
成
の
伊
能
忠
敬
ニ
ッ
ポ
ン
を
歩
こ
う

21
世
紀
へ
の
1
0
0
万
人
ウ
オ
ー
ク

「
伊
能
ウ
オ
ー
ク
」
隊
と
水
戸
市
ま
で
歩
こ
う

デ
ー
リ
ー
隊
と
見
送
り
ウ
オ
ー
カ
ー
募
集

内

容

デ

ー

リ

ー

隊

役

場

前

か

ら

水

戸

市

ま

で

の

約

16キ
ロ

を

歩

く

見

送

り

ウ

ォ

ー

カ

ー

役

場

前

か

ら

4
1
5キ
ロ

を

見

送

り

で

歩

く

日

時

2
月

19日
（

金

）

午

前

8
時

45分
出

発

集

合

受

付

大

洗

文

化

セ

ン

タ

ー

前

広

場

午

前

8
時

集

合

（

雨

天

決

行

）

参

加

方

法

デ

ー

リ

ー

隊

は

が

き

大

の

用

紙

に

郵

便

番

号

、

住

所

、

氏

名

、

電

話

番

号

、

年

齢

を

記

入

し

当

日

朝

、

受

付

に

参

加

料

五

百

円

（

完

歩

証

ゼ

ッ

ケ

ン

、

バ

ッ

チ

、

保

険

費

用

）

を

持

参

※

昼

食

等

に

つ

い

て

は

各

自

見

送

り

ウ

ォ

ー

カ

ー

受

付

は

な

し

、

無

料

（

バ

ッ

チ

、

保

険

等

は

な

し

）

対

象

健

康

な

方

で

定

員

は

あ

り

ま

せ

ん

「
伊
能
ウ
オ
ー
ク
」
県
大
会
（
観
梅
ウ
オ
ー
ク
）
参
加
者
募
集

2
月

20日
（

土

）

・

21日
（

日

）

の

2
日

間

、

水

戸

市

で

開

か

れ

る

観

梅

ウ

オ

ー

ク

に

参

加

し

て

み

ま

せ

ん

か

内

容

千

波

公

圏

は

な

み

す

き

広

場

が

ス

タ

ー

ト

と

ゴ

ー

ル

。

2
月

20日
（

土

）

の

コ

ー

ス

20キ

ロ

（

愛

宕

山

＼

楢

川

ダ

ム

湖

＼

偕

楽

園

）

10キ
ロ

（

文

京

町

＼

袴

塚

町

＼

曙

町

）

2
月

21日
（

日

）

の

コ

ー

ス

20キ
ロ

（

大

塚

池

1総
合

運

動

公

園

＼

水

戸

短

大

）

10キ
ロ

（

貝

川

町

二

丁

目

＼

見

川

町

四

丁

目

）

20キ
ロ

コ

ー

ス

は

午

前

9
時

ス

タ

ー

ト

、

10キ
ロ

コ

ー

ス

は

午

前

10

時

ス

タ

ー

ト

。

申

込

み

は

、

は

な

み

す

き

広

場

で

出

発

の

1
時

間

前

汀
21El
□3
ち
1
日

両

日

i

参

加

と

も

千

円

（

記

念

品

、

完

歩

＋

｛』

証
、
コ
—
ス
図
、
ゼ
ッ
ケ
ン
、
バ

ッ

チ

、

保

険

費

用

）

健

康

な

方

で

定

員

は

あ

り

ま

せ

ん

朝

日

新

聞

社

伊

能

忠

敬

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

事

務

局

6
0
3
(
5
5
4
1
)
8
9
6
5
 

問対

合

せ象

参

加

費 ゜

(73) 広報おおあらい '99.2.8 
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公
民
館
講
座
、
自
主
講
座

・
サ
ー
ク

ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
第
4
回
公
民
館
ま

つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
熱
心
に
学
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
学
習
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

日
時
／
3
月
7
日
（
日
）

午
前
1
0
時
＼
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
各
講
座
、
自
主
サ
ー
ク
）
の
展

示
、
発
表
、
作
品
販
売

▼
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

▼
サ
イ
エ

ン
ス
シ
ョ
ー

マ
ソ
ャ
ン
ボ
紙
芝
居

▼
お
茶
席
(

l

席
2
0
0
円）

▼
発
表
会
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン

ス
太
極
拳
ほ
か
）

▼
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル）

▼
古
本
市
（

一
人
3
冊
ま
で
無
料
配
布
）

▼
ポ
プ
リ
3
D
デ
ュ
パ
ー
ジ
ュ

．
手

打
ち
そ
ば
等

一
日
体
験
教
室

▼
た
こ
焼

．
海
鮮
汁
の
無
料
配
布

▼
野
菜

．
花
の
販
売

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

6

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る

第

4
回
公
民
館
ま
つ
り

（
 

■休
館
日

2
月
8
日
（
月
）

・
日
日
（
祝
日
）

1
5
日
（
月
）
2
2
日
（
月
）

3
月
1
日
（
月
）

．
7
日
（
日
）

8
日
（
月
）

日
時
／
3
月
7
日
（
日
）

午
前
1
0
時
1

場
所
／
中
央
公
民
館

（
雨
天
時
は
公
民
館
内
）

参
加
要
項
／
町
内
在
住
の
方
、
た
だ
し
、

小

・
中

・
高
校
生
単
独
や
業
者

の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
料
／
ー
ス
ペ
ー
ス
に
つ
き
5
0
0

円
の
出
店
料
を
申
込
時
に
納
入

（
出
店
料
は
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

ー
店
舗
に
何
名
で
も
可
。

売
場
／
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、
ー
坪
程
度
。

使
い
方
は
自
由
。

募
集
店
数
／
2
0
店
（
雨
天
時
は
1
0
店
）

問
合
せ
／
中
央
公
民
館

c

(
2
6
7
)
0
2
3
0
 

公
民
館
ま
つ
り

“
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
”

出
店
者
募
集
ー
・

5
?と
固

小
さ
な
小
さ
な

特
別
展

相
田
み
つ
を
展

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
ー
人
3
冊
ま
で

自
分
の
書
、
自
分
の
言
葉
で
「
い
の

ち
」
を
見
つ
め
つ
づ
け
た
生
涯
゜

そ
の
作
品
は
、
い
ま
を
生
き
る
人
々

の
心
の
中
に
、
あ
る
と
き
は
し
み
じ
み

と
、
ま
た
あ
る
と
き
は
力
強
く
、
語
り

か
け
て
き
ま
す
。

場
所
／
中
央
公
民
館
図
書
室

期
間
／
2
月
2
8
日
（
日
）
ま
で

‘、

N
日
K
出
版

ス
ポ
ー
ツ
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
ミ
ッ
チ
・
ア
ル
ボ
ム

は
、
偶
然
テ
レ
ビ
で
大
学
時
代
の

恩
師
の
姿
を
み
か
け
る
。
モ
リ
ー

先
生
は
難
病
に
侵
さ
れ
て
い
た
。

1
6
年
ぶ
り
の
再
会
。
モ
リ
ー
は
動

か
な
く
な
っ
た
体
で
人
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
る
。
「
憐

れ
む
よ
り
、
君
が
抱
え
て
い
る
問

題
を
話
し
て
く
れ
な
い
か
」
モ
リ

ー
は
ミ
ッ
チ
に
毎
週
火
曜
日
を
く

れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
人
生
の
意
味
」

に
つ
い
て
。

•一

七リー先生
との火曜8

¢ぃ
●大洗文化センタ―• fl266-2442 

l

ッ
チ
・
ア
ル
ボ
ム
著

別
宮
貞
徳
訳

Ieが砕が・`
捻惰も全
ぼ くだけ芯こゅIt'羞

＾ 
., 

ドたう
心 公：な
あ募ん
た作で
た 5 涙
ま 4 が
る 9 出
16編 て

塁誓 ：ポ ,;,9‘‘‘ピ選んプ ：？ ← ん 2
ソば だラ ’ク兌シ＇ク、 心夕/4

Iれろ社

モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日

日
本
児
童
文
学
者
協
会

絹

心
が
あ
っ
た
か
く
な
る
話

R

書

紹

介

町の人口と世帯
(1月1日現在）

人 □20,216人 (-19)

男 9,959人 (-15)

女 10,257人 ( -4) 

世帯数 6,620戸 (+ 2) 

転入 44人 転出 53人

出生 6人 死亡 16人

届

月 日躍 催事 内 容 開始時間 開催場爾 入場方法

l l 心映画上映会（踊る大捜査線）900~ ホール 有料

l 4 日臼記さおり安日祥子璽謡］ンサ―ト1600~ ホール 有料
2 
20 土ぬいぐるみ劇（かさじぞう等）10 00~ ホール 有 料

27 土機浜小吹奏楽発表会 900~ ホール無料

固定資産税（第4期）
下水道受益者負担金 （第4期）
納期は

3月1日迄です。
国民年金 (2月分）

納期は

2月26日迄です。

，
 '99.2.8 広報おおあらい (14) 



月日 耀 事業名 対象者 受付実籠時間

17 水 1巖6カ月児健診 満1歳6カ月に達した幼児 13:00~14:00 

18 木 二種桐合接種 小学校もれ者 13:00~14:00 

19 ノ孟‘ 機龍回復訓練 腐害をもった方で機能』I胤枷必要な方 9:00~11:00 

2 23 火 機能圃復訓練 腐書をもっt：方で横能』II員が必要な方 9:00~l l:00 

木
目保相談 老人医療受給券新規交付者 9:00~11:30 

25 
生生後後63カカ月｝1～～47カカ月月のの乳乳児児乳児健診 13:00~14・00 

26 ノ並＼ 機能回復乱II練 臣（内害科を医もっ診た察方指で導機）能訓棟が必要な方 9:00~I 1:00 

1月 母子相談 尉親及び乳幼児 9:30~11:00 

2火 機能回復胃練 腐害をもっt：方で桐能』II員が必要な方 9:00~11 :00 

5金 腹能回復詞練 障（理害学を療もっ法た士方指で導椴）能訓練が必要な方 13:00~15:00 

火
町抑l復尉II練肩害をもっt：方で様能』II練が必要な方 9:00~11 :00 ， 

3 
饂乳食教室 生後3カ月～12カ月り乳幼児及び母親 11 :00~13:00 

10 水 反ッベ応ル検ク査リン 生後3カ月～48カ月未薗IJ)乳幼児者 13:00~14:00 

11 木 三種罷合接種 生後］力月～90カ月素満り乳幼児 13:00~14:00 

ノ亜＼ 

機稲回復訓練 障害をもった方で機危wll乳が必要な方 9:00~11:00 
12 

BCG接種 ッベルクリン反応検査で陰性(!)者 13:00~14:00 

15 月 機稲回復訓練 障（整害形を外もっ科た医方診で察i幾指能導訓）練が必要な方 13:00~15:00 

おおくぽ かすのり

大久保和紀くん

（永町16の3 l歳8カ月）

●父

●母

紀男

由香

くりまた

栗俣あすか ち ゃん

（松川中部 l歳5カ月）

●父

●母

10月に弟が生まれておね

えちゃんぶるようになりま

した。

かけっこ、かくれんぽが大

好き。

だれかお友達になってね。

アイドlし！

和也

さおり

健康まつり健康標語

•“タバコの煙’'貴方病むのは
勝手でも他人の迷惑考えて

・健康はあなたの日頃の心掛け

冬

の

乾

燥

し

た

空

気

で

、

肌

が

カ

サ

カ

サ

し

て

し

ま

う

「

ド

ラ

イ

ス

キ

ン

（

乾

燥

肌

）

」

に

な

る

人

は

結

構

多

い

も

の

で

す

。

六

十

歳

以

上

の

人

の

多

く

は

「

ド

ラ

イ

ス

キ

ン

」

に

な

り

、

そ

の

う

ち

の

半

数

以

上

が

か

ゆ

み

を

訴

え

て

い

ま

す

。

ド

ラ

イ

ス

キ

ン

は

皮

ふ

の

保

湿

能

カ

の

低

下

に

よ

っ

て

お

こ

り

ま

す

。

保

湿

能

力

は

皮

脂

の

分

泌

で

向

上

し

ま

す

。

で

す

か

ら

汗

を

か

か

な

い

冬

は

、

大

気

の

乾

燥

に

加

え

て

皮

脂

の

ドライスキンを

予防しましょう

分

泌

の

低

下

に

よ

り

な

り

や

す

い

の

で

す

。

ド

ラ

イ

ス

キ

ン

に

な

る

と

、

皮

ふ

に

発

疹

が

な

い

の

に

強

い

か

ゆ

み

が

起

こ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

な

ぜ

か

ゆ

み

が

で

る

の

か

よ

く

わ

か

っ

て

い

ま

せ

ん

が

、

刺

激

に

対

す

る

防

御

機

能

の

低

下

と

、

皮

ふ

が

敏

感

に

な

っ

て

い

る

た

め

に

か

ゆ

み

が

誘

発

さ

れ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

ド

ラ

イ

ス

キ

ン

の

対

策

と

し

て

次

の

こ

と

に

心

が

け

ま

し

ょ

う

。

①

熱

い

長

湯

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

②

硫

黄

の

入

っ

た

入

浴

剤

は

や

め

て

、

保

湿

成

分

入

り

の

も

の

を

選

び

ま

し

ょ

う

。

③

ナ

イ

ロ

ン

タ

オ

ル

で

洗

い

す

ぎ

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

④

ア

ル

コ

ー

ル

や

香

辛

料

は

か

ゆ

み

を

誘

発

し

ま

す

の

で

｀

控

え

ま

し

ょ

う

。

⑤

ウ

ー

ル

や

ナ

イ

ロ

ン

の

下

腔

は

避

け

、

綿

1
0
0％の
も

の

に

し

ま

し

ょ

う

。

⑥

精

神

的

に

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

た

生

活

を

送

り

ま

し

ょ

う

。

⑦

乾

燥

し

て

い

る

皮

ふ

は

傷

に

な

り

や

す

い

の

で

、

保

湿

成

分

配

合

の

ク

リ

ー

ム

で

保

談

す

る

と

良

い

で

し

ょ

う

。

か

ゆ

み

が

ひ

ど

く

、

傷

を

つ

く

っ

て

し

ま

っ

た

場

合

に

は

、

薬

剤

土

ま

た

は

医

師

に

相

談

し

ま

し

ょ

う

。

（

保

健

婦

増

渕

聡

子

記

）

(l 5) 広報おおあらい '992.8 
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ビックベリーシーホース
何とも聞き慣れない名前ですが、皆さんもよくこ存じの

タッノオトシゴの仲間です。その中でも世界最大級といわ

れ、大きなお腹が特徴的で、名前の由来にもなっているよ

うです。そして1月3日、当館で展示中に赤ちゃんが生まれ

るというめでたいニュースがありました。両親がビックサ

イズなら、生まれた赤ちゃんもビックサイズ、全長が2cm程

もあり、すでに親と同じ形で、その上、 400尾近くも生ま

れたのには我々も腋きでした。竜の落とし子ではなく、立

派な竜（ビックベリーシーホース）を目指している姿を見

守りたいと思います。

｀ 

‘、
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